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問題である.つまり,上の0ppmに近い水での交

換を過小評価していたとすれほ,実際より平均値を

大きく見積りすぎていたことにたる.いいかえれば,

60ppmという平均値が得られたいのは,北部北太

平洋や南太平洋でできる中層水を過小評価(実際は

誰も注目していたい)していたのではないかという

ことにたる.

中層水は冬季の冷却で混合層が厚い時にできる

が,この時,海面は荒れ,きわめて大きな気体の交

換速度をもつことが海水のラドンを測定して確かめ

られた.つまり,気体の交換は,場所と時間による

変動がこれまで考えられていた以上に大きく,そし

て活発な交換が起こるのは,これまで考えられてい

た以上に年齢の古い下層水が表面に現れた時であ

り,その効果が深層水ばかりでなく,中層水によっ

て海洋内に運び込まれ七いるということである.
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生物生産

炭素,窒素,リンなどの生命に必須の元素の挙動

には,生物活動が関与しており,これらの物質の循

環は相互に関係している.

生物生産活動のうち,植物などが光合成によって

無機物を有機物に変えることを,一次生産という.

人問も含めた動物の生活のすべてが一次生産による

有機物に依存している点と,二酸化炭素の固定過程

であるという点において,一次生産はきわめて重要

である.海洋の一次生産は,外洋では微細な植物プ

ランクトン,沿岸域ではその他に大型藻類,サンゴ

礁ではサンゴの共生藻が主に担っている.また,時

にバクテリアの役割が大きいという説もある.一次

生産の速度は,光や水温などの物理的条件によって

観定されるが,その他にも,窒素やリンなどの栄養

塩の供給によって規定されている場合もある.

一次総生産とは,ある期間に,植物の呼吸で使わ

れる有機物を含めた光合成の総量で,一次純生産と

は,植物の呼吸を上回って作られる有機物の量であ

る.サンゴ礁の場合には,サンゴ体内の共生藻が消

費Lた量と動物であるサンゴが消費した量とを分け

にくいため,サンゴ礁の群集全体の余剰の有機物生

産量を求めて,群集純生産という場合がある.群集

純生産が,サンゴ礁内における二酸化炭素の正味の

固定にたる.

(茅根創)

地質ニュｰス465号�


